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平成26年度 下田市の人事行政の運営状況について 

 

１ 任免及び人数に関する状況 

 (1) 部門別職員数の状況と主な増減理由              （平成26年4月1日現在） 

     区分 

部門 

職 員 数（人） 
主な増減理由 

平成２５年度 平成２６年度 対前年増減 

一般

行政 

議  会 ４ ４   

総  務 ５０ ５２ ２ マイナンバー担当者の増等 

税  務 １８ １８   

農林水産 ９ ９   

商  工 ７ ７   

土  木 １６ １７ １ 被災地への派遣職員の増 

民  生 ４４ ４１ △３ 保育士の減員 

衛  生 ３０ ３０   

小 計 １７８ １７８   

特別行政 教  育 ３６ ３５  △１ 学校用務員の減員 

公営 

企業 

等会 

計 

水  道 １２ １２   

下 水 道  ４  ４   

そ の 他 １７ １７   

小 計 ３３ ３３   

合  計 
２４７ 

（２８６） 

２４６ 

（２８６） 

△１ 

（０） 

 

(注)１．職員数は、一般職に属する職員数です。 

２．再任用職員（2名）を含み、一部事務組合への派遣職員は除きます。 

３．（ ）内は、条例定数の合計です。 

 

(2) 採用及び退職の状況（平成25年度） 
     区分 

 

部門 

採用 

（人） 

離   職（人） 

退 職 免 職 
失職 合計 

定年 勧奨 普通 死亡 任期満了 分限 懲戒 

合  計 １５ １０ ４ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １６ 

   （注）採用は、平成25年4月2日から平成26年4月1日の間に採用した者の人数です。 

      退職は、平成25年4月1日から平成26年3月31日の間に退職した者の人数です。 

 

(3) 定員適正化のための数値目標及び進捗状況 

下田市では、第４次下田市行財政改革大綱に基づき、平成18～22年度までの５年間で28人

の人員削減を目標とする定員適正化計画に取り組み、その結果42人の職員を削減しました。さ

らに、第５次の同大綱に基づき、平成23～27年度までの５年間で10人の削減を目標とする定

員適正化計画を策定し、平成26年4月1日現在までに９人を削減しました。 

基準となる職員数 
計画（H23～H27） 実績（H26.4.1現在） 

削減数 削減率 削減数 進捗率 

255人（Ｈ22.4）   10人  3.9%   ９人  90.0% 

   （注）教育長を含みます。 

 

２ 給与の状況 

 (1) 人件費の状況（平成25年度普通会計決算） 

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 

10,726,044千円 1,745,236千円 16.3％ 
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 (2) 職員給与費の状況（平成26年度普通会計当初予算） 

職員数（人） 

A 

職  員  給  与  費 一人当たり 

給与費Ｂ／Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

213人 794,815千円 91,005千円 277,713千円 1,163,533千円 5,463千円 

（注）職員手当には、退職手当と児童手当は含みません。 

 

 (3) 平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況 （平成26年4月1日現在） 

区 分 平均給料月額 平均給与月額※ 平均年齢 

一般行政職 293,874円 336,580円 38.6歳 

技能労務職 319,818円 340,235円 52.0歳 

   （注）平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、地域手当、住居手当、

通勤手当、単身赴任手当、時間外勤務手当等）の合計です。 

 

 (4) 初任給の状況         （平成26年4月1日現在） 

区  分 
下 田 市 ※国 

初任給 初任給 

一般行政職 
大学卒 178,500円 

総合職 185,800円 

一般職 172,200円 

高校卒 149,900円 一般職 140,100円 

技能労務職 高校卒 149,900円 一般職 137,200円 

 

 (5) 経験年数別・学歴別平均給料月額の状況          （平成26年4月1日現在） 

区  分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年 

一般行政職 
大学卒 253,800円 347,600円 397,100円 414,500円 

高校卒 210,800円 289,000円 339,600円 386,800円 

技能労務職 高校卒 210,800円 323,300円 329,700円 358,100円 

   （注）経験年数に該当する職員の平均給料月額を記載していますが、経験年数に該当職員がいな

い等の場合は、近似値を記載している場合があります。 

 

 (6) 一般行政職の級別職員数の状況（平成26年4月1日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比（％） 

１級 主事、技師 40 27.6 

２級 主事、技師 26 18.0 

３級 主事、技師 18 12.4 

４級 係長、主幹、主査 27 18.6 

５級 課長補佐、副室長、副所長、局長補佐、検査監 18 12.4 

６級 課長、室長、所長、局長、参事 16 11.0 

計  145 100.0 

（注） 「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する職務です。 

 

 (7) 期末・勤勉手当の状況（平成26年4月1日現在）              （単位：月分） 

区分 
下  田  市 国 

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 

６月期 1.225 0.675 1.90 1.225 0.675 1.90 

１２月期 1.375 0.675 2.05 1.375 0.675 2.05 

計 2.60 1.35 3.95 2.60 1.35 3.95 
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 (8) 退職手当の状況（平成26年4月1日現在） 

区  分 
下  田  市 国 

自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年 

勤続20年 21.62月分 27.025月分 21.62月分 27.025月分 

勤続25年 30.82月分 36.57月分 30.82月分 36.57月分 

勤続35年 43.70月分 52.44月分 43.70月分 52.44月分 

最高限度 52.44月分 52.44月分 52.44月分 52.44月分 

１人当たりの平均支給額 21,672千円 － 

   （注）１人当たりの平均支給額は、平成25年度に退職した職員に支給された退職手当の平均額

です。 

 

(9) その他の主な手当の内容 

 ア 特殊勤務手当は、平成18年度末までにすべて廃止されました。 

 

 イ 時間外勤務手当（平成24,25年度普通会計決算） 

 24年度 25年度 

支給総額 14,063千円 21,921千円 

職員1人当たり支給年額 65千円 103千円 

 

 ウ 扶養手当、住居手当、通勤手当（平成26年4月1日現在） 

 
内   容 

国の制度

との異同 
国の制度と異なる内容 

扶養

手当 

配偶者 13,000円 

配偶者以外の扶養親族 

1人につき 6,500円 

･ 配偶者のない職員の 

 扶養親族のうち1人 11,000円 

満16歳の年度初めから満22歳 

の年度末までの子1人につき 5,000円加算

同じ 

 

 

 

 

 

 

住居

手当 

[借家･借間居住者] 

 支給対象者 12,000円を超える

家賃を支払ってい

る職員 

 全額支給限度額 11,000円 

 2分の1加算限度額 16,000円 

 最高支給限度額 27,000円 

同じ 

 

 

  

  

  

  

 

通勤

手当 

[交通機関等利用者] 

 最高支給限度額 55,000円 

[交通用具使用者] 

片道2km以上3km未満 2,200円 

片道3km以上4km未満 3,300円 

片道4km以上5km未満 4,400円 

片道5km以上6km未満        5,500円 

片道6km以上7km未満 6,600円 

片道7km以上8km未満 7,700円 

片道8km以上9km未満 8,800円 

片道9km以上10km未満 9,900円 

一部 

異なる 

 

 

[交通用具使用者] 

 片道5km未満 2,000円 

 片道5km以上10km未満 4,100円 

 片道10km以上15km未満 6,500円 

 片道15km以上20km未満 8,900円 

 片道20km以上25km未満 11,300円 

 片道25km以上30km未満 13,700円 

 片道30km以上35km未満 16,100円 

 片道35km以上40km未満 18,500円 
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片道10km以上12km未満     11,000円 

  片道12km以上14km未満 13,200円 

片道14km以上16km未満 15,400円 

片道16km以上18km未満 17,600円 

片道18km以上20km未満 19,800円 

片道20km以上23km未満 21,000円 

片道23km以上26km未満 23,000円 

片道26km以上 24,000円 

  ＊勤務先側において駐車場を借りている場 

合、6,000円を限度に加算有。 

 [併用者(交通機関と交通用具)] 

 最高支給限度額 55,000円 

 片道40km以上45km未満 20,900円 

片道45km以上50km未満 21,800円 

片道50km以上55km未満 22,700円 

片道55km以上60km未満 23,600円 

片道60km以上 24,500円 

 

 

 

＊新幹線等利用者は20,000円を限度に 

加算有 

 

 (10) 特別職の給与等の状況（平成26年4月1日現在） 

 給料月額・報酬月額 期末手当の支給割合 

給 

料 

市 長 671,000円 ６月期   1.90月分 

１２月期   2.05月分 

計    3.95月分 副市長 596,000円 

報 

酬 

議 長 350,000円 ６月期    1.45月分 

１２月期    1.65月分 

 計     3.10月分 

副議長 315,000円 

議 員 290,000円 

 

３ 勤務時間その他の勤務条件の状況 

(1) 一般職員の勤務時間の状況 

勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間 

7時間45分 8時30分 17時15分 12時00分～13時00分 

 

(2) 年次有給休暇の使用状況（平成25年1月1日～平成25年12月31日） 

一人当たり平均使用日数 消化率 

7.9日 19.9％ 

 

(3) 特別休暇の導入状況（平成26年4月1日現在） 

特別休暇の取得要件 

(1) 職員が選挙権その他公民としての権利を行使する場合 

(2) 職員が裁判員、証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団体の議会その
他官公署へ出頭する場合 

(3) 職員が骨髄移植のための登録の申出を行う場合又は申出、提供に必要な検査、入院等を

する場合 

(4) 職員が自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する活動を行う場合 

(5) 職員が結婚する場合 

(6) 産前休暇 

(7) 産後休暇 

(8) 生後１年に達しない子を育てる職員が、その子の保育のために必要と認められる授乳等
を行う場合 

(9) 配偶者が出産する場合 

(10) 男性職員が育児参加をする場合 

(11) 子供の看護をする場合 

(12) 職員の親族が死亡した場合 

(13) 職員が父母の追悼のための特別な行事に参加する場合 
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(14) 夏季における盆等の諸行事、心身の健康維持等を図る場合 

(15) 地震その他の災害により職員の住居が滅失等した場合でその復旧作業をする場合 

(16) 地震その他の災害又は交通機関の事故等により出勤することが困難な場合 

(17) 地震その他の災害において職員が退勤途上における身体の危険を回避する場合 

(18) 生理に有害な職務に従事する場合及び生理日において勤務することが困難な場合 

(19) 妊娠中の女性職員が母体保護のための通勤緩和をする場合 

(20) 妊娠中又は出産後１年以内の女性職員が母子保健法に規定する保健指導又は健康審査

を受ける場合 

(21) 妊娠中の女性職員の業務が母体又は胎児の健康保持に影響があると認められる場合 

(22) 妊娠中の女性職員が妊娠障害のため勤務することが困難な場合 

(23) 感染症の予防上必要な措置により勤務することが不適当な場合 

(24) 要介護者の介護等、その世話を行う場合 

   （注）取得要件等は、「下田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例」及び「下田市職員の勤

務時間、休暇等に関する条例施行規則」により定められています。 

 

(4) 育児休業及び部分休業の取得者数（平成25年度） 

区 分 育児休業 部分休業 合 計 

男 性 ０人 ０人 ０人 

女 性 １人 ０人 １人 

   (注)当該年度に新たに育児休業又は部分休業を取得した人数です。 

 

４ 分限及び懲戒処分の状況 

(1) 分限処分者数（平成25年度） 

降任 免職 休職 降給 合計 

０人 ０人 １人 ０人 １人 

   (注) 分限処分とは、職員がその職務を十分に果たしえない場合等に、本人の意に反して行う処分を言います。 

 

(2) 懲戒処分者数（平成25年度） 

戒告 減給 停職 免職 合計 

１人 ０人 ０人 ０人 １人 

   (注) 懲戒処分とは、職員の一定の服務義務違反に対して、道義的責任を追求するために行う処分を言います。 

 

５ 服務の状況 

(1)  服務規律遵守のための取組（平成25年度） 

取 組 内 容 

職員の綱紀の厳正保持について（４月） 

選挙における職員の服務規律の確保について（６月） 

服務における諸手続の適正化について（８月） 

年末年始における綱紀の厳正保持及び交通安全の徹底について（12月） 

 

(2) 兼職・兼業の許可件数（平成25年度） 

許可件数（件） 主な許可事例 

４１ 消防団活動、統計調査員等 

    (注１) 上記の許可は、地方公務員法第38条第１項に基づくものです。 
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６ 研修及び勤務成績の評定の状況 

(1) 職員研修の概要等（平成25年度）  

区 分 研   修   内   容 受講者数 

階層別研修 
○ 新規採用職員研修      13人 

○ 地方自治法及び地方公務員法研修 25人 

派遣研修 

○ 一般社団法人地域活性化センター研修 

○ 東部市町合同研修 

○ 市町職員広域研修 

○ 市町村職員中央研修所 

○ 静岡県主催研修 

○ 静岡県市職員研修協議会東部ブロック共同研修  など 

25人 

合    計 63人 

 

(2) 勤務成績の評定の概要（平成25年度） 

    実施しておりません。 

 

７ 福祉及び利益の保護の状況 

(1) 定期健康診断の実施状況（平成25年度） 

区 分 全職員  区 分 全職員 

血液、血圧、

尿、心電図、

聴力検査 

対象人員  247 人 

 
胸部レント

ゲン検査 

対象人員  248 人 

受診人員  205 人 受診人員  118 人 

受診率   83 ％ 受診率   48 ％ 

胃部Ｘ線検査 

（４０歳以上） 

対象人員  147 人 

 
人間ドック 

（希望者） 

対象人員  249 人 

受診人員   42 人 受診人員   63 人 

受診率  29 ％ 受診率    25 ％ 

 

(2) 公務災害等の認定状況等（平成25年度）        

公務災害 通勤災害 計 

４件 ０件 ４件 

 

(3) その他主な福利厚生事業の概要（平成25年度） 

概         要 

＜共済組合・互助会の運営＞ 

 下田市職員互助会 

 互助会運営費交付金  会員数(251人)＊7,000円   1,757千円 

※主な事業 

 ○ 事務費 

 ○ 福利厚生費（各クラブ助成・大会参加助成・人間ドッグ助成ほか） 

 


